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2 Ma－2 家庭洗濯に関する研究（第１０報）

一最近の洗剤に対する消費者の環境意識－

ライオン家庭科学研究所　○山崎久生・森　貞光・犬伏式生

〔(社)日本家政学会

［目的］洗剤は、環境保全、省資源、省エネルギーあるいは消費者の利便性のため組成面

からも容器・包装の面からも大きな変化を遂げてきている。家庭洗濯は水を媒体としたそ

の方法ゆえに環境問題や安全性と深く関わっており、また、消費者の関心度も極めて高く

洗剤開発においてはこれら問題に十分対応することが一層求められる。本報では、最近の

消費者の環境、安全性に対する意識や行動を家庭洗濯周りを中心に多角的に調査、解析し

今後の洗剤のあるべき姿、および家庭洗濯における課題について考察した。

　［方法］一般家庭3 5 4世帯において、9 0年と9 4年に留置式のアンケートを実施した

調査・解析は、家庭洗濯周りにおける環境、安全性項目への理解度、関心度、実際の行動

最近の洗濯製品に対する意識と活用度について多変量解析などにより行った。

　［結果]①現在、消費者に関心の高い環境問題の上位は、水質問題、ゴミ問題、資源有効

活用が挙げられた。②洗剤購入にあたっては、洗浄力などの基本性能に加えて、安全性が

高いことや環境への影響が少ないことが重要視されており、その中でも、高い生分解性や

少量使用の洗剤に対し期待が大きいほか、詰め替えを含む容器への配慮についても関心が

高い。③柔軟剤や蛍光剤などに対して漠然とした不安感を抱いている人が見受けられたが

正確な情報を伝えることによって拒否反応を示した8 0 ％以上の人に理解が得られた。

　さらに、消費者の意識や行動と各自のライフスタイルや使用製品との関連性などを解析

し、環境、安全性の問題における企業と消費者のより良いコミュニケーションのあり方に
ついて考察した。

2 Ma－3 ３種の人工汚染布による市販洗剤の洗浄力評価

共立女子大学家政　　○辻　美智子　　森川　知美 斉藤　昌子

　目的　洗剤の洗浄力評価には、人工汚染布を用いることが多い。本研究では、3種の人

工汚染布を川いて、jis 洗剤、並びにタイプの異なる6 和の市販洗剤の洗浄性を調べた。

また、洗浄性に及ぼす別浴・同浴洗浄の影響も検討した。

　方法　3種の人工汚染布(洗濯科学協会の湿式人工汚染布､XREFELD ITFKIOC.EMPA-101)

を、jis 洗剤、及び６種の市販洗剤(粉石けん、有りん、液体、無りん、コンパクト、新

コンパクト)を用い、Terg-O-Tometerで洗浄した。洗浄条件は、濃度；標準使用量、

温度; 25℃、洗浄時間; 15分、硬度; 5°DH、浴比；1:30、洗浄回数；　1回とした。一つの

洗浴に同一の汚染布６枚を使用した別浴洗浄と、一つの洗浴に3 種の汚染布を各６枚、計

18枚使用した同浴洗浄を行った。洗浄前後の反射率(600niii)よりクベルカムンク式を用い

洗浄効率を算出した。

　結果　①各汚染布の洗浄前の反射率の平均値は、湿式人工汚染布(43. %､KREFELD(37. 3

%).E!(PA(15.9%)であったo種の人工汚染布によって、各洗剤の洗浄効率とその順位が

災なることが分かった。特にEMPAは、洗剤間の洗浄効率の差を大きく示した。③湿式人工

汚染布では、無りん洗剤の洗浄効率が最も高いのに対し、KREFELD, EMPAでは、粉石けんが

最も高い。液体洗剤は、３種の汚染布とも洗浄効率は、最も低い。④KREFELDは、別浴で

洗浄した場合と、同浴で洗浄した場合の差は見られなかったが、湿式人工汚染布、EMPAで

は、両者に違いが見られ、EMPAでは、洗浄効率の順位が大きく入れ代わることが分かった。
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